
加茂川総合内水対策計画

平成25年11月26日
加茂川総合内水対策協議会

（坂祝町・美濃加茂市・岐阜県・国土交通省中部地方整備局木曽川上流河川事務所）

【資料１】
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○第１回加茂川総合内水対策協議会 ： 平成２４年２月２９日（水）
・規約の承認、流域の概要、浸水被害の現状説明

○第２回加茂川総合内水対策協議会 ： 平成２４年５月３１日（木）
・他事例の紹介（ハード及びソフト対策）、具体的施策（事務局案）の提案

○第３回加茂川総合内水対策協議会 ： 平成２４年８月２０日（月）
・具体的施策の目的、事業効果等、意見・要望に対する回答

○第４回加茂川総合内水対策協議会 ： 平成２４年１１月１９日（月）
・意見・要望に対する回答、パブリックコメントの進め方

～ パブリックコメント（意見公募） ～
・加茂川総合内水対策計画（素案）に対する意見公募
美濃加茂市１１月２０日から１２月１９日、 坂祝町 １１月２２日から１２月２１日

～ 地域住民説明会 ： 平成２４年１２月１９日（水） ～
・加茂川総合内水対策計画（素案）の説明、意見公募

○第５回加茂川総合内水対策協議会 ： 平成２５年２月１４日（木）
・加茂川総合内水対策計画の策定

加茂川総合内水対策計画策定までの経緯
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「加茂川総合内水対策計画」の概要

住民

○計画目標 ； H23.9洪水と同規模の豪雨が発生した場合においても床上浸水を概ね解消
○基本方針
☆浸水を許容する区域と宅地化区域とを住み分け、浸水被害の生じやすい低平地の土地
利用のあり方を見直し

☆計画規模を上回る洪水が発生（今後も床上浸水は起こりうる）することも想定し、ハード
対策のみに頼るのではなくソフト対策と一体となった取り組みを実施

「加茂川総合内水対策計画」に位置付けられた主な施策 ＰＤＣＡサイクル

（Ｐｌａｎ）
計画

（Ｄｏ）
実施

（Ｃｈｅｃｋ）
評価

（Ａｃｔｉｏｎ）
改善

市町

岐阜県

国交省

被害軽減 流出抑制 河川改修

木曽川の樹木伐開
排水機場ポンプ増強

加茂川の築堤、
河道掘削

加茂川からの逆流
防止ゲートの設置

洪水阻害となる竹木
の伐開（加茂川沿川）

「自助」「共助」による
避難体制の確立

雨水浸透貯留施設
の設置（各家庭）

雨水浸透貯留施設
の設置（校庭、公園等）

ハザードマップの作
成・各戸配布

ぎふ河川情報のア
ラームメール配信

排水ポンプ車等の
災害対策車両の派遣

H23.9洪水の浸水状況
（美濃加茂市草笛町）
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加茂川総合内水対策計画のメニュー

対 

策 

河
川
改
修 

被
害
軽
減
対
策 

貯留浸透施設の整備（校庭、公園等） 美濃加茂市

【施策名称】 【実施主体】

岐阜県 防災情報の拡充 

国土交通省 

国土交通省 

CCTV カメラ映像、河川水位等の情報配信 

災害対策車（排水ポンプ車等）の派遣 

現地情報連絡員（リエゾン）の派遣 

内水ハザードマップの作成支援 

緊急災害対策派遣隊（TEC-FORCE）の派遣

ＸバンドＭＰレーダーによる局地的豪雨

の把握 

国土交通省

国土交通省 

国土交通省

国土交通省 

国土交通省 水位計、量水標の維持管理 

地域住民、坂祝町・美濃加茂

市、岐阜県 

加茂川の河川改修(河道掘削、築堤等) 

下水樋管への逆流防止ゲートの設置 

加茂川排水機場のポンプ増強 

木曽川本川の河川改修（樹木伐開等） 

国土交通省 

国土交通省 

岐阜県 

美濃加茂市

地域住民 

地域住民 

加茂川沿川の竹木の伐開 

土地開発行為の監視 

貯留浸透施設の整備（各家庭） 流
出
抑
制
対
策 

まるごとまちごとﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟの作成公表 坂祝町・美濃加茂市・岐阜県 

坂祝町・美濃加茂市・岐阜県 

警戒避難体制の強化、災害図上訓練実施 

内水ハザードマップの作成・公表 

監視カメラ、水位センサーの設置 

ぎふ川と道のアラームメール、ツイッター

による情報提供 

坂祝町・美濃加茂市・岐阜県 

美濃加茂市 

坂祝町・美濃加茂市 

土地利開発事業指導要綱による土地利用

規制の強化 

浸水防止柵設置助成制度の創設 坂祝町・美濃加茂市 

坂祝町・美濃加茂市 建築高さ等の事前届出制度の創設 

雨水流出抑制施設の設置助成制度の創設 

既設住宅の嵩上げ工事助成制度の創設 坂祝町・美濃加茂市 

坂祝町・美濃加茂市 

坂祝町・美濃加茂市 

建築物の床高を浸水の恐れのある高さ以上に規制することにより浸水被害の発生を防止

浸水被害防止のための防止柵設置費用の一部を助成する制度を新たに創設

浸水被害防止のために既設建物の嵩上げ工事費用の一部を助成する制度を新たに創設

市町によるハザードマップ作成のための技術的支援

住民にわかりやすい浸水・避難に関する情報の提供

内水の氾濫等の浸水情報および避難に関する情報を住民にわかりやすく提供

地域住民や防災対応職員の訓練、災害時要援護者を考慮した多用な災害情報伝達手段の活用等

による警戒避難体制の強化

リアルタイムな情報発信により避難時等の判断基準に役立てる。

操作規則に沿う適切な操作に資するため維持管理を行う

河川水位の現状把握や迅速な避難等に活用

局地的豪雨に対する高精度の雨量分布の監視

地域住民に迅速かつ的確な情報を提供

危険箇所の周知、避難時の判断基準、防災意識の向上を図る

浸水域への排水ポンプ車の派遣による浸水被害の軽減

市町への緊急災害対策、被害の拡大防止、災害の早期復旧等の支援

市町への緊急災害対策、情報伝達・調整役の職員の派遣

農業関係者を始め地元住民が主体となって土地利用を監視

住宅に雨水貯留施設を設置し、河川への流出を抑制する。

河川への流出を抑制する貯留浸透施設整備の推進

雨水を一時的に貯留する雨水タンクや浸透ます等の設置に要する費用の一部を助成する制度を新

たに創設

3,000m2以上の開発については調整池の設置の義務付け、3,000m2以下の開発については浸透ま

す・透水性舗装等の設置指導

加茂川沿川の竹木を伐採し、洪水時の竹木の流出による排水機場機能低下の恐れを解消する。

加茂川へ流入する下水樋管に逆流防止弁の 設置

加茂川の河川改修を行う

樹木伐開により木曽川本川水位を低下させ加茂川からの排水をスムーズにさせる

10m3/s増強(計25.0m3/s)
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内水対策計画のフォローアップについて

「加茂川総合内水対策計画」の進捗管理のため、「加茂川総合内水対策協議会」を定期的に開催する。

協議会では「加茂川総合内水対策計画」に基づき、施策・工程計画の具体化のために「アクションプログラム
（実行計画）」を作成し、事業進捗状況等の評価・監理を行い、内水対策の着実な実施を図る。

フォローアップの役割等 委 員 構 成

加茂川総合内水対策協議会

構成委員 加茂川総合内水対策協議会の規約を改正

役 割

・アクションプログラム（実行計画）の決定

・事業進捗状況、課題について情報を共有するとともに、進捗状況等
を評価する。また、必要に応じて課題に対する対策方針の決定、計
画の見直し等を実施

開催回数 年１回以上（毎年５月～６月の開催）

情報公開
・会議は原則公開とする。

（会議結果は、広報誌や地元説明会を通じて公開する）

年１回以上、フォローアップ会議を開催し、協議会委員により議論、とりまとめ

Ｐｌａｎ（計画） Ｄｏ（実施）

各施策毎の進捗状況、工程監理
等をチェック

取り組みが遅れている施策があ
った場合は、課題の抽出、課題解
決に向けた対応策の立案

「加茂川総合内水対策計画」に位置
付けられた施策が全て実行できるまで
繰り返してフォローアップを実施

Ａｃｔｉｏｎ（改善） Ｃｈｅｃｋ（評価）

No 施策名称 事業主体

国－1 加茂川排水機場

のポンプ増強

国土交通省

加茂川総合内水対策計画(案)

(施設概要)

(実施箇所 実施イメージ図）

年次

ポンプ増強

(事業計画)
(留意事項)

(1)目的
加茂川排水機場のポンプを増強することにより、加茂

川から木曽川本川への排水能力を高め、浸水被害の
軽減を図る。

(2)内容
加茂川排水機場のポンプ増強

(3)位置
加茂川排水機場（木曽川 66.6k）

(4)施設規模
10m3/s増強（現況15m3/s→25m3/s）

(5)その他

※事業着手年次は未定

加茂川総合内水対策計画(案) 事業実施概要

加茂川排水機場外観 吐出水槽

堤防

排水機場

加茂川の水位よりも木曽川本川水位が高い場合、加茂川か
らの自然排水ができなくなるため、排水機場で強制的に排水

加茂川

木曽川

事業着手から４年で完成（予定）

各施策資料イメージ
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